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ろっぱのいすい かんだようすい

六把野井水・神田用水
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六把野井水は、
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いかなければたいへん めずらしいため、みんなで まもって

みとめられた どうぶつや しょくぶつ

(… 4つ※天然記念物
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|シデコブシ

秋に

フシの

ための

秋は

なると けいこさんの 学校の 近くの

まわりで、しょうぼうしさんたちが 火事を

くんれんをします。

シデコ

けす

空気が かんそうして 火事が おこりやすくな

るからです o かれ草が もえて シデコブシが やけてし

まっては たいへんです。シデコブシを まもるため、しょ
みず

うぼうしさんたちは ホースから いきおいよく 水を

まきます。

けいこさんは みんなで もえやすい

めたり ごみを ひろったリして、火事を

に しなければいけないと 思いました。
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しては いけないよ!

11 



元気に 育ってくれるには

しらべたり、木が かれないよう

一ど、地元の 人たちが

なかよくしぜ比と

いつまでも

よいのか
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ひらいています。

しってもらい あいされるよう、

かんさつ会も

みなさんに

さくときには

シデコブシは
ひと て

たくさんの人の手で
らいねん

まもられてまた来年も

きれいな花をさかせて

くれる ことでしょう。

• かんp・・
考えてみよう

していまことをどんな

• 
まもるために

どうしてだとしているのはまもろうとシデコブシを

こものちょう ひと おも

菰野町の人たちをどう思いますか。

どんなおうえんができるか考えて
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シデコブシは どんな花ですか。
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菰野町の人たちはシデコブシを

すか。
こものちょう ひと

菰野町の人たちが
おも

思いますか。

シデコブシを

しょくぶつが

みましょう。
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田丸城跡

玉城町には、むかし 田丸城がありました。今は さくらの

まち ひと しろやま こうえん

木なども うえられて町の人たちがあつまる城山公園と

なっています。

たまるじようあと

田丸城跡は、どんなところでしょうか。

しろやま乙うえん はる

さくらがきれいな城山公園 <春>
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夜 ライ

卜で てらしています。ま

た、城山公園に きた人に

お城や町の話を して

人や、城山公園を

きれいに

人がいます。

してくれている

は、

くれる

玉城町資料、ほかから作成

• かんP・・
考えてみよう

よる

<夜>
しろやまこうえん

城山公園さくらまつりの

• しろやまこうえん

城山公園は どんな ところですか。
おも

させつがすてきだと思いますか。また、ど

16・

しよう力、い

あさ ひる ゅう

うち、朝、昼、タ

みんなに

たまきちょう たまるじようあと

玉城町の田丸城跡にできた
しろやまこうえん

みなさんは、城山公園の どの
おも

うして そう思うのですか。
しろやまこうえん しろやまこうえん ちか

みなさんは、城山公園や城山公園の近くの しゃしんの
がたよる ふう おも

方、夜のどの風けいがすてきだと思いますか。
まち

みなさんのすんで、いる町で¥すばらしい けしさや

したい場しょを さがしてみましょう。

2 

4 

3 



ロわたlしをそだてる町 j 

ありがとうが いっぱい → 

ち

おぼんの 行じとして

行われます。

行われていましたが、

毎年 8月 15日麻カロ江かんこおどり

/ 
まわたらいちょう

度会町

噌e• 

はじまったころ

ったえていま

あたま うま け

頭に馬の毛で

できた IしゃぐまJを
おどります。

しろ くろ

白と黒の
うわ

たてじまの上ぎに

こしみのを つけます。

にわで

ほかの よ也くでも

当時の ようすを

かんこおどりは、

夜、慶林寺の

度会町内の

麻加江だけが

の

は、

今では

つけて

す。
行わおどりがどんな

います。

ところでは、

つけて おどる「かんこおどり」
わたらいちょう まか

います。度会町では、麻加江かんこ

たいこを

ったえられて

すんでいる

いますか。

ね

て

む

れ
、

わ

や
J

5

4

」

立
二
J

I
-
-
-
お

4
1

で

ち
地

川
県

く

え重

か

み
一二

，刀

おどりが

みなさんの

れて

IかんこJ(たいこ)
をつけて

います。

ったわる かんこおどリ

かんこおどリは、頭に 「しゃぐま」

毛で作られた かぶリものを

合わせて「かんこJ(たいこ)を

戸つ

たた

古くから度会町麻加jエには、

があリます。麻加江の

よばれる 馬の

音頭と ほら貝に

と

け、

しょうがくせい

小学生にはいく園児や

す

キ
tal

ま

に

れ

こ拶

わ
い

ヲ
丁

レ
ヘ
」かんこおどリの

あやおどリが

18・
ょうすあやおどりの

よる

ょうす麻加江かんこおどりの

まいます。きながら

.17 



|麻加注かんこおどり

ぜん国

=重のかんこおどり

とし

おどりは

「かんこおどリ」

かんこおどり

λ
v
 
y」
キ

よ

お

で

て

川県

れ

て
λ

重
r

わ

け

み
三

ね行

つむねに

ありますが、

地いきで

よ也 L¥きに

たいこを

かく地に

多くの います O

かざりは、

があリます O

松阪市(松ヶ崎、猟師かんこおどリなど)と 津市(香

良洲町の宮おどりなど)と 伊賀市(勝手神社神事おどり

など)の かんこおどりを れいに 麻加江の

どリと

しゆる L、さまざまなよって

て、

の

かんこお

くらべてみましょう。

あたま はながさ

頭に花笠をつけ、
で かお

手ぬぐいで顔をおおって

おどります。

松阪市の猟師かんこおどりの ようす

(松阪市教育委員会提供)

くろ とり はね

黒い鳥の羽の

かざりを かぶって

おどります。

す-つよの
供

川
ソ

持
拡

ジ
一

A
一品

お

員

仰宮

鞍

の

敬

一間

繍

19 



町

oありがとうが いっぱい

沈

て

じ
ー
っ

M
K

ぉ

1

1

せ

ま

f

t

v

 

同
和

け
は

パ

ぽ

た
K
l
h
r
h

み
伽

が

がし かつてじんじゃしんじ

伊賀市の勝手神社神事おどりのようす

(伊賀市教育委員会提供)

「かんこおどリ」は おぼんの 11"じとして おどられた

リ、田はたのはう作をねがったリ、雨ごいなどかみへの

かんしゃの 気もちを あらわすために おどられたリし

ます。

( 吉う っ ちちうしん おな ) ※おぼ‘んの行じ 8月 15日を中心に行われるせんぞのれいをまつる行じ ¥ 
あま ひ あめ 1 

※雨ごい 日でりがつづいたときに、雨がふるようにかみさまやほとけさまに l 

いのること / 

-・・
老えてみよう

度会町広報誌、ほかから作成

• わたらいちょうま か

1度会町麻加江のかんこおどりは、どんな行じですか。
わたらいちょうまかえ ち

2 度会町麻加江のかんこおどりと ほかの地いきの かんこおどりで、にてい

るところは どこですか。また、ちがっているところは どこですか。

3 かんこおどりは、どんなことを ねがって はじめられたのでしょうか。
わたらいちょう まかえ おも

4度会町麻加江では、なぜ かんこおどりを つたえているのだと 思いますか。
まち

5 あなたがすんでいる町のおどりについて しらべてみましょう。

20・



ロ
ろひたつ

/ 

/き問う
紀北町

しながら

したO

それというのも、ごんべえは 力もちのくせに、とても 気の やさしい
ひ だい

男でしたO ある日、うらの はたけに せっかく まいた、大こんのた

ねを、からすが やってきて、かたっばしから ほじくりだしてしまいま

した O でも、ごんべえは、からすが かわいそうだと、おうことも できず、
かお み

ただこまった 顔をして 見ているだけで

した O

また、ごんべえは、

こぶしくらいの、まるい

石を、いつも 大じに

いました O

子どもたちは、ごんべえの そんなところ

が、すきですきで たまりませんでしたO
やま てんま Uら うし てんくらさん

そのころ、山ひとつ こえた天満村の後ろに そびえる天倉山
びと ちか むらびと

に、どこからか大じゃがすみついて、たび人や近くの村人を、しば
むらびと

しば おそうように なりました O こまった 村人たちは、ごんべえに

その大じゃの たいじを たのみましたO

ごんべえが たねまきゃ

からすが ほじくる
さん いち

三 どに ーどは

おわずば なるまい

ズンベラ ズンベラ

お話が、むかしからという『たねまきごんべえ』

ったえられてきています。

ズンベラ

と、はやしながら、家ヘ 帰っていくのを、

ごんべえは、おこりもせず、にこにこ
て み

手を ふって見おくるので

ズンベラ

た
ね
ま
さ
ご
ん
べ
え
の
歌

ご
ん
べ
え
さ
ん

ご
ん
べ
え
が

た
ね
ま
き
や

ごんべえ

さ権兵衛

紀北町では、

カ
ラ
ス
が
ほ
ぜ
く
る

ひと

人でしょうか。

さ

ん

い

ち

三
ど
に
一
ど
は

種ま

(
わ
)

お
は
ず
ば
な
る
ま
い

ズ
ン
ベ
ラ

ズ
ン
ベ
ラ

ズ
ン
ベ
ラ

ズ
ン
ベ
ラ

どんな

お 三iカご冨う
い回tラん於た
はにス ベ 了て
ら一三がえじ
わ回tほがここ
なはり
け かた
れ えね
ばすを
なま
らけ
なば

たねまきごんべえは、

い大古ご※
たじんズ
石υこベン
でしえべ
すてがラ

と
は

、4'

a 

二

た

て

J
M

し

れ

つ

ラ

ぃ
入

γ
ベ

引

ズ

に

;

ラ

ろ

こ

べ

こ

丸
山
ズ
と

け
引

ふ

U
M
W
 

「たねまきごんべえ」
やま やま

むかし むかし、山と 山とに はさまれた小さな

という わかものが すんでいました O
むらいちばん ちから めいじん

村一番の 力もちで、そのうえ、てっぽうの 名人でした。 それでいで
すニ つよ Uらびと

少しも 強がらず、いつも にこにこしていました O ごんべえは、村人

たちの 白まんの たねでした O
ひ

なかでも 子どもたちときたら、しごとの ない日など、ごんべえに

っきっきりでした。 ごんべえも 子どもたちが すきで、ひまさえあれば
むら なか ちょうしがわ かわら

村の まん中を ながれている、銚子川の川原で、子どもたちと あそ

んでいましたO
ひ

日が くれかけると、

ごんべえ村に、

子どもたちは、

22・.21 



種まき権兵衛

たのまれた ごんべえは、さっそく
てんぐらさん

てっぽうを かついで、天倉山ヘでかけ

ていきました O

てっぺんに たどりついた ごんべ

えは、20メートルもの長さの大じゃ
み か おおぐち

を 見つけました。まっ赤っかの大口

を パクリと あけて、つなのような

したを チラチラさせた 大じ ゃが、

今にも おそいかかろうと していま

す。ごんべえは すぐさま、てっぽうを、

のどの おくヘねらいさだめ、ズバーンと、なまりの玉を おみまい

しましたO

それでも、大じゃは、まっ赤な 口を あけて、ごんべえに たちむかつ

てきました O もう、玉を つめかえる ひまも ありません。 ごんべえは、

てっぽうを なげすてると、ふところから ズンベラ石を とり出し、力
、しだい め

いっぱい なげつけましたO みごと、ズンベラ石は、大じゃの 日と
め あいだ あ

目の 聞に ぶち当たりました O
いろ

すると 大じゃは、むらさき色の けむりを からだじゅうから ふき

だして、ドウと たおれました。けれども、ごんべえも また、その けむ

りに つつまれて、気を うしなってしまいましたO
ひしん やま むらびと

あくる日、心ばいして 山へ のぼってきた 村人たちに たすけられ、
むら かえ

戸いたに のせられ、生まれた 村に 帰ってきた ごんべえは、まもな

く、いきを ひきとってしまいました O
むらびと

村人たちは みんなで、りっぱな ごんべえの はかを つくりました。

子どもたちは、その はかの前で、ごんべえの歌を、なみだを ながしな

がら 歌いました。
にほんじゅう

ごんべえの 歌は、ごんべえの うわさと ともに、いつしか、日本中

に広まって いきました。

.23 



ごんべえさん

むか

上村

え

と
べ
じ寺

ん
U

泉

た

こ

肘宝

引
、
寸
も

ん
と
J
Xフ

す

ひ
ノ

十
ja

1
レ，，/ 
一アモのι有イイi

、

二
ヱ、

A

』

J

千・フ

I
l

ん
住
区

・ヴ

T
J

ご
・米
7

lu
悶
凶

き

れ
ルん

ま
き紀

沌種

ごんべえという

し、

のこっています。

毎年「たねまきごんべえまつリ」

「ごんべえおどり」

ごんべえさんのはか

(帝国ヒ町教育委員会提供)

キ
t
a

斗
1a

寸
t
t

.

刈

て

A
U

ち
汀

キ

よ

{

』日寺

のん
レ
ヘ
」

とL、う

おどられていカfひらかれ、

も

が
で

リ

。

う

ス
フ

っ

す

い

ま

ま

たねまきごんべえJ(さ ・ら・え書房)、ほかから作成

• 

「民話の絵本5

-つ
・
ょ
・
みて-え

州警

おも

思います

ったえてい

べらしかすま
B
』
J

か

あ

すま

は

し
帥
話

抗
思

お

24・

• よ

『ごんべえさん』のかしを読んでみましょう。
はなしで ひと

お話に出てくる こんべえさんは、どんな人ですか。
おも

お話の中の子どもたちは、ごんべえさんを どう思っていたと

か。

『ごんべえさん』の かしは、ごんべえさんの
おも

るのだと 思いますか。

ごんべえさんの どんな ところがすてきだと

あなたの町にも、むかしからったわる歌や

てみましょう。

ところをどんな

-
E
勺

乙

ミ
J

4 

5 
6 



ロそだてる

なかよく

はなし

4併

4・

ぬいてやったんや。

のぞきこむと、

ささっとるそっ

ほねを

見たろかJ

口の中を

あと

後をトボトボとおおかみも

こ いぬ

クンクンと 子犬の
こいぬ

かわいい 子犬が

おおかみの 子ゃった O
正 たいせつ

名づけて 大切に そだてたんじゃ O 大き
ゃくろう

いくように なってのう O マンは、弥九郎
けん な

りょう犬となって、あたりでも その名

26・

する O

きたてつ
h
り

げ
ハ
わ

品
開

と念品

声が

「なにか くるしそうじゃのう O わしが

と、おおかみが だらんと あけている

「おお、おお、かわいそうに O 大きな ほねが
くち て い

と、おおかみの 口に子を入れて、さっと

「どうれ。そんなら 帰るとしょうか」
ある だ

さか本の家に むかつて歩き出すと、
ゃくろう

ついてくる O 弥九郎は、

「おおかみよ、もう このあた

りでええから、お前も帰っ
やす まえ

て休め O そのかわり お前

に子が生まれたら、 一ぴき

わしに くれよJ
と言って おおかみを

したんやと O
はんとし

それから 半年たち、

かみの ことなどすっかり
ゃくろう

わすれとった 弥九郎が
あさ

朝おきると、家の前で

戸を あげると、一びきの
み

んじゃ O よく見ると それは
ゃ く ろう こいぬ

弥九郎は、子犬を マンと

くなると かりにも つれて

も おどろくほど すばらしい

が 知られるほどに なったんじゃと O
しん ぐう

そんな あるとき、新宮の とのさまから、

もちいられてきた
みねゃ く ろう きしゅうけん

『峯弥九郎と紀州犬J

紀州犬

み はまちょう

御浜町には、かりに
き L.)うけん

紀州犬に

峯1~、九郎ど
$.. 

川
町

が々

、は
浜

/
¥
み御

-
-
wJ
 

帰

います。

かかわりが

A
M
 

P

つよ

r
、

Iν

れ

と

明

い

さ
ひ
ノ

ア」の

どんな

る

f

わ

カ

つ

尚
一討

ま

お

どんな

あるのでしょうか。

〉
}

広

川
犬

ん

し
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さ

き
紀

'
1ノ
・
つ
wnド

、，
ι

ろ
白

円

前

、

い

く

九

た

ゃ弥

ま

拘
峯

と

「峯弥九郎 ものがたりJ
さか本村に、峯弥九郎と熊野の

すんどっての。
ゃくろう しんくう

あるとき、弥九郎は 新宮ヘ
やまみち ある

おそうなってな O 山道を 歩いて、

ぷりと くれてしもたO
ゃくろう

と、くらやみの 中で、ごそごそ うごいとる もんがある O 弥九郎が
み けん

あたりを 見まわすと、 2間(ゃく 4メートル)ぐらい はなれた とこ
ひか み いつ

なにかが キラキラ 光っとる O よく見ると、なんと 一びきの
めだま

目玉ゃったんじゃ O

くるしそうに 近づいて

おお

円山ノ¥お りょうしが

帰りが

とっ斗
h
品

が
ひ
日

や

w

つ

ド

ν
よ

b

ん

、

た

と
っ

す

匂

ぃ行
く来

きでな O

t '¥う

用が あって

とうげまで

ある

ろで、

おおかみの

おおかみは

.25 



|峯弥九郎と紀州犬

するゆえ、りょうしは あつまるように」
ゃくろう

おふれが 出ての。弥九郎も マンを つれて

「かりを

との

ことや。一頭の け

っきすすんで、

とび出してきて、

やす

休んで

とび出し、

あわや、というとき、どこからか

のどを めがけて とびかかったんやて O

あやうい ところを たすけられた とのさまは たいそう よろこん
ゃくろう

で、弥九郎と マンに たくさんの ほうびを あたえたんじゃと O

さんかかりに

で
は
上
がしTレの

やま

山の

めがけて

マンが

ときの

とのさま

いた

したんじゃ O

とのさまが

がをおった

きたんじゃ O

いのししの

そんな

ねてきて、
ゃ く ろう まえ

「弥九郎よ、お前が かわいがっとる
けん い ほんとう はなし

せ間では 言うが、本当の話かのう」
ゃくろう

と たずねるもんで、弥九郎は、これまでの
にんげん

「そやけど おおかみは人間に どれほど

たず
ゃ く ろう

弥九郎をおばがすんどった
よる ちか

夜、近くにある日の

子じゃと

ことを 話したそうじゃ O
もの

かわいがられでも、生き物

おおかみのマンは、

.27 



門

ひ

引いている

そだてる

なかよiく

ちをマンのそだてた

かt~ 

つづけて

そとで聞いとった マンは、
さん

話が おわると かなしそうに三

回、夜空に むかつて とおぼえ

をし、すがたを けしたそうな O
めい きしゅうけん やくろう

ゅう名な 紀州犬は、弥九郎が

言われとるんじゃ O

せん く

を千びき 食うと、つぎは

ぬしを おそう、そう むかしか
ょうじん ほう

言われとるぞ。用心した 方

ええぞ」

おばは 言うた O

ら

が

と

三重県Webページ、ほかから作成

• r - • 老えてみよう• 

と

みねゃくろう

峯弥九郎はどんな しごとを
みねゃくろう

峯弥九郎は、くらやみの 中で¥
おも

をどう思ったでしょうか。
みねゃくろう

峯弥九郎は、おおかみに

たか。

とのさまを

すか。
おも

マンは、どうしですがたを けしてしまったのだと 思いますか。
まち で はなし

あなたのすんでいる町にはどうぶつが出てくるお話は

か。しらべて みましょう。

こと

• 
していましたか。

であ

おおかみに 出会ったとき、おおかみの2 

してあげましことをどんな気もちでどんな3 

おも

思いま
おも

思ったと』つど峯弥九郎はことをたすけた4 

あります

28・

マンの

5 
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